
1977年から79年にかけて二年間,英国のケンブ

リッジに滞在したが,そ の間言葉がうまく通じな

い不便さをいやというほど味わった。出かける前

には,所属していた研究室 (当時の島内研究室)

を訪れる外国人たちと何とか意志の疎通ができて

いたから,英国でもそう不自由はすまいとタカを

くくっていた。日本に来ているお客さんたちは,

格別にゆっくりと話 し,注意深く聴いているのだ

ということに気がついたのはずっと後のことだっ

た。ところがいざ行ってみると,言語の障壁は想

像していたのよりずっと大きかった。特に聴く方

が難しく,ケ ンブリッジでの初日に口座を開きに

出かけた銀行で,受付嬢の喋べる英語が全く聴き

とれずに往生した。止むを得ず最初の三カ月間毎

日LL (Langtlage Laboratory, 後注)|こ通っ

て,英語を聴き話す練習をしたし,週に二回の個

人レッスンは結局一年以上続けた。一説によると

現地人のガールフレンド (も しくはボーイフレン

ド)をつくるのが言葉が上手になる秘訣なのだそ

うだが,大和撫子との行きがかりや甲斐性の問題

もあって,その有効性を確かめることはできなか

った。二年目に入るころから,一対一の会話では

さほど不自由を感じないようになったが,例えば

午後のお茶の時間に研究室の人達が一つのテーブ

ルを囲み,冗談をとばしながら談笑している時な

どには,話の進行について行けず大いに疎外感を

味わった。こういう時は自分が英語国に生まれな

かったという客観的事実の重さ (こ れは日本で生

活していたら絶対にわからない)をひしひしと感

じていた。

我々非英語国国民にとって甚だ遺憾なことなが

ら,国際共通語としての英語の地位は揺るぎなく

英国で英語について思ったこと
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確立されており,近い将来これに取って代わるも

のが出現することは考えにくい。また我々が,研

究生活においてはむろんのこと,一般社会生活に

ぉいても諸外国との交流を深めて行かなければな

らないのは明白であるから,意志伝達の手段とし

ての英語の重要性はますます高まって行くに違い

ない。 しかるに,少数の才能豊かな人達を除けば

我々日本人の英語での意志伝達能力は極めて低く,

ほとんど先天的言語障害と言ってよいほどである。

このような状況下で,大学での英語教育が従来の

ままの姿であってよいとはとても思われない。

私は英語教育を学問から切り離して,純粋な機

能 トレーニング (あ るいは言語障害の矯正訓練 )

と考えるべきだと思う。教養学部の体育実技の時

間は,将来学生が健全な社会生活を営んで行くの

に必要不可欠な基礎体力を養う目的で設けられて

いると理解している。それなら,将来学生が国際

社会において不自由を感じないで活躍できるため

に必要最小限な基礎知力としての英語,それを身

につけさせるための トレーニングが大学で行われ

ても少しもおかしくないと思う。ガラス (glass)

と芝生 (grass)の 区別ができない学生と, 腕立

て伏せや腹筋運動のできない学生はある意味で同

列なのではないか。私はケンブリッジのテニスク

ラブで,芝生コート (grass court)と 言おうと

するたびに,舌の行きどころをいちいち考えてい

たのをよく憶えている。この二つの言葉を話し分

ける訂|1練をしていなかったからで,い くら頭でわ

かっていても,実際口から出てこなければそれこ

そお話にならないのである6

奇妙なことに, 日本での英文学研究では,聴き

話す トレーニングがさほど重要視されていないよ
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